
２０１９．９．７ 
畑 啓之 

 
「江⼾時代の朝鮮通信使」が⽇朝両国にどのような影響を及ぼしたか？ 
 
いま、⽇韓関係が⼤いに悪化している。その原因は、太平洋戦争終結に⾄るまでの⽇本の占
領政策に⼤きな原因があり、当時の遺恨が現在にまで尾を引いていると考えられる。ただ、
恨みを⽣きる糧とするのは、韓国国⺠にとって⾮常に不幸なことだと思うし、その遺恨を政
治利⽤している韓国の政治家にも⼤いに疑問を感じている。韓国の多くの若者は海外へと
留学し、その多くは学問の成果と⼈脈を携えて祖国へと変える。その彼らは、今の韓国社会
をどのようにとらえているのだろうか？ 興味がもたれるところである。 
 
隣国同⼠は助け合うこともあるが、往々にして利権がぶつかり合う。⽇本と韓国（朝鮮）の
歴史的な関係は⽇朝関係史（Wikipedia）に詳しくまとめられている。それによると、⽇本
は朝鮮を通じて多くの⽂化的影響を受けていることが分かる。またここに、「徳川政権によ
る国交回復」と「朝鮮通信使」という項⽬がある。鎖国時代の⽇本であっても、朝鮮とは国
交を樹⽴していたのである。 
 
徳川政権による国交回復 
秀吉の死後、⽇本では徳川家康による武家政権である江⼾幕府が成⽴した。徳川家康は、秀
吉の「唐⼊り」には消極的で朝鮮半島に派兵せず、朝鮮との国交回復を望み、宗⽒を介して
使節を派遣した。こうして徳川家康と李朝の間で国交回復の交渉が進められた。光海君は捕
虜の送還や貿易交渉に応じ、⼰⾣約条が結ばれて貿易が再開された。李朝は⽇本との正式な
国交がある通信国となった。 
 
朝鮮通信使 
狩野安信『朝鮮通信使』⼤英博物館
蔵。1655 年・承応 4 年・孝宗 6 年 
正式な国交がある通信国として、外
交使節である朝鮮通信使も再開し
た。室町幕府に対しては 4 回訪⽇し
た朝鮮通信使が、江⼾幕府では将軍
の代替わりごとに将軍家を祝賀するために来訪して、公式の外交関係が保たれた。通信使は
第 2 代将軍徳川秀忠の時代から始まり、国交回復までの回答兼刷還使 3 回と通信使が 9 回、
約 200 年に渡って合計 12 回の来訪を⾏った。 
 



朝鮮通信使（Wikipedia）より 

 
 
朝鮮通信使がどのようなものであったかは、書籍にもまとめられている。たとえば、 
 
書籍「江⼾時代の朝鮮通信使（李進熙、1987 年）」のまえがきより 

 



また、たとえば、 
 
書籍「上⽉家⽂書 享保４年朝鮮通信使饗応記録（上⽉⾹澄、上⽉昭信（2008 年）」 
 
享保４年（1719 年）は第９回の朝鮮通
信使である。兵庫県加古川市に円照寺と
いう寺があり、この寺に伝わる古⽂書の
⼀つが掲題の記録である。住職の名・上
⽉義宗より上⽉家⽂書と呼ばれている。 
⽬次は右のようになっている。⼤名⾏列
以上に贅を尽くしたもてなしであった
と思われる。 
 
 
 
いかに多くの費⽤が必要であっ
たか、その⼀端は稲美町史（1982
年）よりうかがい知ることがで
きる。姫路藩に割り付けられた
朝鮮通信使（第 10 回）費⽤は２
万両であった。姫路藩寛延の⼤
⼀揆の原因の⼀つにもなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
朝鮮通信使を通して江⼾時代の⽇本が多くのものを得たことは間違いがない。国交はギブ
アンドテイクである。朝鮮も⽇本から得るものがあった（朝鮮通信使、Wikipedia）。 


